
第
１
４
６
回
地
方
本
部
委
員

会
は
、
片
岡
副
委
員
長
の
司
会

で
は
じ
ま
り
、
地
方
委
員
５
名

中
４
名
の
出
席
を
確
認
し
て
委

員
会
の
成
立
を
宣
言
し
た
。
議

長
に
は
佐
藤
委
員
（
岡
山
連
合
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
地
本
委
員
長
あ
い
さ
つ

で
は
、
24
春
闘
・
公
共
交
通
を

守
り
、
安
全
を
確
保
す
る
課
題
・

組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
が
提
起

さ
れ
た
。

来
賓
で
は
、
県
労
会
議
西
崎

議
長
が
24
春
闘
の
情
勢
な
ど
、

退
職
者
の
会
太
田
事
務
局
長
が
、

国
労
運
動
へ
の
協
力
な
ど
、
そ

し
て
、
西
日
本
本
部
大
和
副
委

員
長
が
、
24
春
闘
、
エ
リ
ア
委

員
会
の
報
告
、
安
全
問
題
、
組

織
強
化
・
拡
大
等
を
報
告
さ
れ

た
。議

題
に
入
り
、
当
面
の
闘
争

方
針
（
案
）
を
青
山
書
記
長
が

提
案
し
た
。

方
針
案
の
討
論
は
、
５
名
の

委
員
・
分
会
代
表
が
発
言
し
た
。

討
論
で
は
、
24
春
闘
の
取
り

組
み
、
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
、
効

率
化
施
策
、
組
織
拡
大
、
グ
ラ

ン
ド
シ
ニ
ア
問
題
、
職
場
で
の

様
々
な
問
題
等
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
、
西
日
本
本
部
・
地
方

本
部
応
答
が
行
わ
れ
、
書
記
長

集
約
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全
輸
送

の
確
立
、
人
減
ら
し
合
理
化
反

対
、
労
働
条
件
改
善
・
権
利
確

立
の
取
り
組
み
、
24
春
闘
、
合

理
化
に
対
す
る
取
り
組
み
、
組

織
強
化
・
拡
大
等
を
集
約
し
、

当
面
の
闘
争
方
針
案
が
全
体
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

委
員
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
小

林
地
本
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
終
了
し
た
。
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地
方
本
部
は
、
2
月
17
日
に
第
１
４
６
回
拡
大
地
方
本
部
委
員
会
を
開
催
し
た
。

２
０
２
４
春
闘
に
お
け
る
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改
善
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
・

駅
の
無
人
化
反
対
な
ど
に
全
力
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
を
決
定
し
た
。
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拡
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ロ
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カ
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線
廃
止
反
対
・

駅
の
無
人
化
反
対
な
ど
に
全
力
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上
げ
る
こ
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な
ど
、
当
面
す
る
闘
争
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針
を
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定
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。

24
春
闘

賃
金
要
求
１
７
，
０
０
０
円

を
基
本
と
し
、
統
一
重
点
要
求

10
項
目
を
決
定
し
た
。
相
次
ぐ

物
価
上
昇
に
よ
り
、
実
質
賃
金

は
下
が
り
続
け
、
生
活
は
ギ
リ

ギ
リ
の
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

春
闘
の
山
場
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
何
も
声
を
あ
げ
ず
、
何
も

し
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
生
活
が

改
善
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
要
求
に
自
信
を
も
っ
て
、

地
域
の
仲
間
と
共
に
24
春
闘
を

作
り
上
げ
て
い
こ
う
。

公
共
交
通
を
守
り
、
安
全

を
確
保
す
る
課
題

ロ
ー
カ
ル
線
を
め
ぐ
る
動
き

は
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
芸

備
線
の
「
再
構
築
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
、
３
月
26
日
に
初
会

合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
会
社
の
「
内
部
補
助
」

は
本
当
に
崩
壊
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
業
績
も
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前

に
戻
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

り
ま
す
。
国
鉄
の
「
分
割
・
民

営
」
化
に
よ
っ
て
鉄
道
を
引
き

継
い
だ
Ｊ
Ｒ
に
は
公
共
交
通
を

守
る
と
い
う
社
会
的
責
務
が
あ

り
ま
す
。

地
本
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
線

を
守
る
運
動
を
し
て
い
き
た
い
。

安
全
で
働
き
や
す
い
職
場
を

つ
く
る
事
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

触
車
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
事
象
を
絶
つ
た

め
に
も
職
場
か
ら
声
を
上
げ
る

と
同
時
に
、
会
社
を
追
及
し
な

が
ら
本
当
に
安
心
し
て
働
け
る

職
場
環
境
を
構
築
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

組
織
強
化
・
拡
大

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
国
労

運
動
を
継
承
し
次
世
代
に
そ
の

運
動
と
組
織
を
残
し
て
い
く
た

め
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
地
本
と
し
て
も
全
国
の

仲
間
と
共
に
国
労
運
動
を
前
に

進
め
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
「
動
き
な
く
し
て

拡
大
な
し
」
を
合
言
葉
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
す
る
中
、
他
労
組
の
仲
間
と

の
関
わ
る
場
を
持
ち
、
粘
り
強

く
、
や
っ
て
い
こ
う
。
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